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図１ 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2018年２月～５月） 

 
３月１日以降、噴火活動が活発化したが、３月中旬以降は噴火の間隔は次第に長くなった。 
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図 13-2 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2018年２月～2018年５月） 
 

・３月１日11時頃から発生した火山灰を噴出する噴火は、９日01時45分まで継続した。また、爆

発的噴火が３月６日から７日にかけて34回発生した。 

・３月１日08時頃からBL型地震が増加し、６日から10日にかけては空振を伴う振幅の大きな地震

も発生した。 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、３月７日には34,000トンを観測した。３月９日以降は数

百～1,000トン程度で経過している。 

・地殻変動観測では、３月６日09時頃から８日12時頃までえびの岳付近の深いところでの収縮を

示すと考えられる明瞭な変化が認められた（赤矢印）。また、新燃岳火口の北側２km付近を震源

とする地震が増加した５月２日から３日にかけてこれに伴う地殻変動が観測された（黒矢印）。 
 

②の×印は、二酸化硫黄が検出されなかったことを示す。 

④火山性微動の振幅が大きい状態では、振幅の小さな火山性地震の回数は計数できていない。 

⑤の赤線は、地震の回数の積算を示す。 

 

 

34000(３月７日) 

×検出なし 

1.0μrad 

南北方向（北上がり） 

 

東西方向（東上がり） 

（新燃岳南西地震：南北動成分）新燃岳南西観測点水平動振幅 2.0μm/s 以上 
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図６ 霧島山（新燃岳） 新燃岳火口内および火口西側斜面の状況 

（上段：４月 21日、中段：４月 20日、下段：３月 11日） 
 

・４月 20日及び 21日の観測では、火口内及び火口北西側に流出した溶岩の温度は、３月 11日

の観測と比べて明らかに低下していた（赤破線）。 

・火口西側斜面の割れ目付近（白破線）では、引き続き噴気と熱異常域を確認したが、その分布

に特段の変化は認められなかった。 
 

2018年４月 21日 11時 28分（快晴） 

宮崎県防災救急航空隊ヘリコプターから撮影 

2018年４月 21日 11時 28分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年３月 11日 10時 52分（晴） 

宮崎県防災救急航空隊ヘリコプターから撮影 

2018年３月 11日 10時 52分 

2018年４月 20日 09時 54分 2018年４月 20日 10時 31分（快晴） 

九州地方整備局ヘリコプターから撮影 

日射による影響 

① 

② 

③ 
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図 13-1 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2003年１月～2018年５月 31日） 
 

×検出なし 

×検出なし 

34000(３月７日) 

11000(2011年 1月 30日) 
12000(2011年 1月 27日) 

11000(2017年 10月 15日) 

34000(３月７日) 
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図１ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 噴火位置、主な熱異常域及び観測位置 
 

・橙色は主な熱異常域及び噴気域を示す。 
・４月９日に確認した噴気域及び熱異常域を●で示す（一時期、活発な泥水の噴出がみられた）。 
・噴火以降に拡大した噴気域を●及び●で示す。 
・●の領域内で湯だまり及び活発な泥水の噴出がみられている。 

・図７の観測位置を●で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図の作成には、国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル）』を使用した。 

2018年４月以降に出現した噴気域を、番号で示す。以下は噴気域を観測し始めた日付である。 
１．火口内の南西側  2018年４月９日～  
２．火口内の南側  2018年４月19日～ 
３．硫黄山の西側約500ｍ  2018年４月20日～ 
４．硫黄山の西北西側約350ｍ  2018年４月22日～ 
５．火口内の西北西側  2018年４月22日～ 
６．火口内の西側  2018年４月26日～ 

４月19日15時39分頃

に発生した噴火位置 

想定火口（半径250ｍ） 

４月26日18時15分頃

に発生した噴火位置 

１ ２

３

４
５

６

 

：観測位置 

：撮影方向 

韓国岳 
図７ 

（韓国岳） 

2018年５月31日現在 
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４月19日 硫黄山南側で噴火 ４月20日 硫黄山西側で噴気確認 

４月26日 硫黄山西側で噴火 ４月30日 

南側の噴煙 

南側の噴煙 

西側の噴煙 西側の噴煙 

図２ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 表面現象の状況 
（えびの高原監視カメラ：４月19日～５月24日） 

 

・４月19日に硫黄山の南側でごく小規模な噴火が発生し、火孔から200～300ｍ程度まで大

きな噴石が飛散した。 

・４月20日には硫黄山の西側500ｍ付近（赤破線：図１の３の噴気域）で新たに噴気が上が

り、26日には同位置で一時的に火山灰が含まれる噴煙が上がる程度の噴火が発生した（赤

矢印）。 

・その後、噴火は発生していない。硫黄山では活発な噴気活動が続いているものの、５月下

旬頃からは硫黄山の西側の噴気活動は次第に弱まっている。 
 

５月17日 ５月24日 
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図12 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山周辺の面積ひずみの変化 

（2017年９月～2018年５月） 
 

火山性地震の最大振幅積算は、2018年２月頃から増大し、４月19日の噴火以降、

停滞した。硫黄山周辺の面積ひずみは、2018年３月頃から拡大し、４月19日の噴

火後減少に転じ、５月以降停滞している。 

4/19▲ 

地理院地図 
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図13-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図 

（2018年１月～2018年５月31日） 
・４月19日及び26日にごく小規模な噴火が発生した。 

・硫黄山近傍に設置している地震計では、４月19日の噴火以降、活発な噴気活動により振幅

の大きい状態が続いていた（赤矢印）が、５月21日以降は減少した。 

・硫黄山近傍の傾斜計では、４月19日の噴火に伴う傾斜変動が観測されたが、26日の噴火に

伴う傾斜変動は観測されなかった。 

・４月19日、20日及び24日火山性微動が発生した。４月25日以降は観測されていない。 

・ごく微小な地震を含む火山性地震は概ね多い状態だったが、４月20日以降は概ね少ない状

態で経過している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南北方向 

（北-UP） 

東西方向 

（東-UP） 

4/19の噴火に

伴う傾斜変動 

4/7噴気活発化 
4/19噴火 

4/26噴火 

振幅増大 

20μrad. 

5/21 
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桜島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018年４月まで 

図３ 桜島 最近１年間の活動状況（2017年６月～2018年５月31日） 
 

※ 図の説明は次ページに掲載している。 
 

＊3 

点検・欠測 機器不良 
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西之島 

 西 之 島 （2018年５月31日現在） 

 

 気象衛星（ひまわり８号）による観測では、2017年４月19日夜から高い状態で経過し

ていた西之島付近の地表面温度は、７月頃から徐々に低下し８月頃からは周囲とほとんど

変わらない状態となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間の1時間ごとの輝度温度（中心波長3.9μm帯、HIMAWARI-8/AHI）をプロット 

<アルゴリズム> 

西之島（27.247°N, 140.874°E）を中心に0.28度ｘ0.28度の範囲（15×15＝225格子点）を抽出。島を含む

画素とその周辺224格子点の輝度温度について平均値を算出。島の周辺の平均値はバックグランドとみなして

いる。 

図１ 西之島 Himawari-8観測による西之島付近の輝度温度の変化 

（2015年９月１日～2018年５月31日） 
2016年９月14日～19日は欠測。 

2017年４月20日噴火確認 

2017年４月20日噴火確認 
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(a) 2018/01/28-2018/03/25

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2017/12/04-2018/03/26

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

 

 

© 

  

2018/01/17  

 (a) (b) 
 ALOS-2 ALOS-2 

 

2018/01/28 
2018/03/25 

23:36  
(56 ) 

2017/12/04 
2018/03/26 

11:31  
(112 ) 

   
   

* U-U U-U 
( ) 34.3  42.9  

 HH HH 
 + 17 m + 273 m 

*U: (3m)  
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    西之島 

第５図 火砕丘中央の火口からの白色噴気 

2018年５月 27日 13:12撮影 

第６図 熱画像（火砕丘中央の火口周辺） 

白い部分が高温である。 

2018年５月 27日 13:19撮影 

 

  

第７図 西之島 全景 

2018年６月 14日 14:03撮影 

 

第８図 西之島 白色噴気 

2018年６月 14日 14:35撮影 

  

第９図 西之島 北西の変色水域 

2018年６月 14日 14:03撮影 

 

第 10図 西之島 熱画像（全景） 

白い部分が高温である 

2018年６月 14日 14:11撮影 
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草津白根山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 草津白根山（白根山（湯釜付近）） イベントタイプ別地震日別回数（2017年１月１日～2018年

６月13日） 

 

 

 

 

 

▲１月23日噴火 

90 

140 

586 

・４月21日頃から湯釜付近を震源とする地震が増加しだした。 

・発生した地震の多くは、A型及びBH型地震であったが、４月21～23日、５月13日にはBL型地震

が、ややまとまって発生した。 

・逢ノ峰付近を震源とする地震は、３月後半から５月前半にかけて観測されていなかったが、５月後

半から再び観測されている。本白根山火口付近の地震活動に変化はない。 
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草津白根山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 草津白根山（白根山（湯釜付近）） 震源分布図（2014年１月１日～2018年６月13日） 

●：2014年１月１日～2018年４月20日  ●：2018年４月21日～６月13日 

図中のマグニチュードは渡辺（1971）の式を用いている。 

 

 

4月30日18時頃の地震 

4月30日18時頃の地震 

領域A 

領域B 

・2018年４月21日以降の地震活動の震源は、従来の震源のやや北東部に位置する。深さは従来と大

きな違いはない。 

・2018年４月30日18時頃の地震は、最近数年では最大規模の地震であった。 

深さの時系列 

18



八ヶ岳に対する草津白根山周辺の地磁気変化（2017年1月～2018年5月） 

2018年4月初旬頃から、
水釜北東のKN1で増加、南
側のKS2で減少の傾向が見
られる。KS1, KN2でも同
様の傾向が見られるため、
山体が消磁する傾向に反転
した可能性が高い。 

第141回火山噴火予知連絡会           東工大・火山流体研究センター 

草津白根山 
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図５ 浅間山 最近の火山活動経過図（2014年１月１日～2018年５月31日） 
※図の説明は前ページに掲載。 
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浅間山 

図３、５の説明 

③ 国立研究開発法人産業技術総合研究所及び東京大学のデータも含む。 

⑨ 2002年１月１日～2012年７月31日 気象庁の高峰－鬼押観測点間の水平距離。 

2012年８月１日以降 防災科学技術研究所の高峰－鬼押出観測点間の水平距離。 

2010年10月及び2016年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 

（防）は国立研究開発法人防災科学技術研究所の観測機器を示す。 

⑩ 気象補正処理は高木・他（2010）による。 

・ 2017年 10月頃から、概ね１日あたり 500～1,000トンで経過していたが、2018年１月中旬

にはやや減少し、１日あたり500トンとなり、３月以降はさらに減少し、概ね１日あたり200

トンで経過している。 

・ 2015年 12月以降、火山性地震は概ねやや多い状態で経過していたが、2017年 12月頃やや

減少したが、再び増加している。 

・ ⑨のGNSS基線で2017年秋頃から2018年１月にかけて、わずかな伸びの変化がみられたが、

現在は停滞している。 

 

 

図４ 浅間山 長期の火山活動経過図（1964年１月～2018年５月31日） 
計数基準：2002年２月28日まで石尊最大振幅0.1μｍ以上、Ｓ-Ｐ時間５秒以内 

2002年３月１日から石尊最大振幅0.1μｍ以上、Ｓ-Ｐ時間３秒以内 
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口永良部島 

図５ 口永良部島 最近の火山活動経過図（2016年６月～2018年５月31日） 
 

＜2018年１月～2018年５月31日の状況＞ 

・火山性地震は2017年10月から増加し、11月以降概ね多い状態が継続している。 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あたり80～500トンと、2016年以降わずかに増加傾

向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74 24



第141回火山噴火予知連絡会                                 気象庁 

諏訪之瀬島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 諏訪之瀬島 短期の火山活動経過図（2017年６月～2018年５月） 
 

＜2018年１月～５月の状況＞ 

・噴火は時々発生しており、そのうち爆発的噴火が３月に９回発生した。 

・噴煙の高さの最高は、３月27日09時29分の噴火に伴う火口縁上2,200ｍであった。 

・諏訪之瀬島周辺を震源とするＡ型地震の発生が最も多かったのは１月31日の14回であった。 

・Ｂ型地震の発生が最も多かったのは３月28日の32回であった。 

・火山性微動は断続的に発生した。 
 

※2017年９月23日から10月19日及び2018年５月５日から５月11日にかけて、トンガマ南西観測点の地震計が

機器障害のため、ナベタオ観測点（計数基準：上下動0.5μｍ/s、爆発地震計数基準：上下動３μｍ/s）で計数

している。 
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